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はじめに 

新型コロナウイルスの感染拡大は労働環境にも大きく

影響を与えています。オフィスワークからテレワークへ

の移行だけでなく、新卒一斉採用の慣行や、人事評価基

準にも影響を及ぼすことになりそうです。コロナ影響下

における労務管理の今後について考察してみましょう。 

 

日本型の雇用慣行とは 
日本の雇用慣行の典型例として、「終身雇用制度」「年功

型賃金」「職能資格制度」「新卒一斉採用」などが挙げら

れます。新卒学生を一斉に採用し、集中的に教育するこ

とで会社へのロイヤリティーを高めたり、長期の勤続を

奨励するために退職金や年功型賃金制度を作ったり、組

織で長期的に雇用するために人事異動を命じ、横断的な

スキルを身につけさせたりといった慣行は今でも行わ

れています。これらは「機能別の部署を超えた、全体一

律的な制度が多い」という特徴があるでしょう。 

 

日本型雇用慣行の例 解説 

終身雇用 
基本的に自己都合でやめない限

り定年年齢まで雇用する 

年功型賃金 年齢と給与が比例する制度 

職能資格制度 

段階的に身につけた能力を評価

する制度（結果評価のウエイト

が低いことがある） 

新卒一斉採用 新卒学生を一斉に採用すること 

 
テレワーク普及がもたらすもの 

新型コロナウイルスにより移動が制限された結果、テレ

ワークの普及スピードは早まりました。今まで日本型雇

用慣行により「A部署はテレワークできるけれどB部署

はできず、不公平になるから導入しない」などと導入が

見送られていた企業も、必要に迫られて部署別の導入に

踏み切っています。テレワークが実施されると、「勤怠

実績」だけで人事評価をすることが難しくなるため、「成

果の計測」が行われる方向に変わっていくでしょう。 

つまり、テレワークだと「働いているか、サボっている

か」を監視しきれない分、結果評価の割合が高まるとい

うことです。 

 

採用の変化 
また採用についても変化がありそうです。今回の緊急事

態で雇用維持の大変さを経験した企業は、当面の間、新

規採用を敬遠するでしょう。一方で、コロナの影響が少

ない企業も、全社一律採用し、ゼネラリストを育てると

いう従来のやり方に慎重になり、少数精鋭のスペシャリ

ストを求める傾向が強くなるのではないでしょうか。 

 

新たな課題 
現在テレワークという働き方をきっかけにクローズア

ップされている課題として、下記が挙げられます。 

 

① モチベーション：在宅テレワークだと集中できない

という社員の声に対して、いかに集中できる環境を用意

するかが大切です。これは前述したように成果に重きを

おいた業務指示を適切に行うことが鍵になるでしょう。 

 

② リレーション（人間関係）：同じ場所にいない人と連

携をとって仕事をしていく上で、仕事以外の繋がりが人

間関係の潤滑油となります。お互いの家庭環境など知る

ことや、共通の趣味を持つこと、地域活動に参加するこ

となどを促し、支援していく方法を検討しましょう。 

 

③ ワークライフバランス：在宅勤務により家族と過ご

す時間が増えるにつれワークライフバランスについて

考える機会が増えています。社員の（会社以外での）人

間関係が仕事のパフォーマンスに繋がるため、会社とし

てワークライフバランスにより一層取り組んでいきま

しょう。 

コロナ後の採用・評価 

労務管理について 

新型コロナウイルスの感染拡大の影響によ

り、従来の日本型雇用慣行が大きく変化する

ことが予想されます。afterコロナやwithコ

ロナの人事労務管理について考察します。 


